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■授業の目標・概要
・社会福祉は、「福祉」を、ふ・・ふだんの、く・・くらしの、し・・しあわせ、幸せな状態と捉える目標概念と、多様な何らか

の問題を解決するための方策や技術と捉える実体概念がある。そして、「福祉」を実現するための取り組みとその方法として「福

祉政策」さらに「福祉制度」がある。我が国においては、一般的に「社会保障制度」がこれらにあたる。授業では、「社会保障制

度」の多種多様な各分野を活用する利用者の置かれている現状と課題は何か、現実的な解決策や施策のあり方を検証、紹介してい

く。 

・保育士を目指す学生には、社会福祉の一分野としての児童家庭福祉を再認識し、特に昨今、問題となっている児童の人権擁護さ

らに家庭支援についてのあり方等についても考察を深める授業とする。

■学習の到達目標
・社会福祉は、人間の生活の基本にかかわる学問である。社会福祉を学ぶ最初の第一歩は、人と社会のつながりについて考えるこ

とである。さらに、社会福祉は実践の学問であり、「学び」を通じて、今後の自分の実践の基軸となる福祉観・援助観を持つこと

を目標とする。 

・社会福祉の概念やノーマライゼーション等基本的理念・視点を理解できる。 

・社会福祉に関する法体系、制度、実施体制等について基本的知識が理解できる。 

・各福祉分野の現状や課題についての基本的知識が理解できる。 

・社会福祉の今後の動向について理解できる。

■授業方法・形式
・基本的に、教科書を有効に活用できる講義形式を主とする。 

・適宜、ＤＶＤ、パワーポイントや別途配布資料を活用する時もある。 

・授業内容に応じて、グループワークやロールプレイを実施する。 

・予習状況を確認する目的で、学生を指名する形式も行う。

■授業計画
第１回　ガイダンス 

第２回　社会福祉の意義と歴史的変遷 

第３回　社会福祉の制度と法体系 

第４回　社会福祉行財政と実施機関 

第５回　社会福祉施設等 

第６回　社会福祉の専門職・実施者 

第７回　社会保障および関連制度の概要 

第８回　相談援助の意義と原則 

第９回　相談援助の方法と技術 

第10回　社会福祉における利用者の保護にかかわる仕組み 

第11回　少子高齢社会への対応 

第12回　社会福祉の一分野としての児童家庭福祉 

第13回　児童の人権擁護、家庭支援と社会福祉 

第14回　地域福祉の推進とネットワーク、社会福祉の諸外国の動向 

第15回　まとめ　　授業内テスト

■成績評価の基準
・評価は、３分の２以上の出席を前提としておこなう。 

・評価は、授業内テスト（６０％）と平常点（出席、授業態度等４０％）により総合的におこなう。

■授業時間外の課題
・本授業は、集中授業のため、特に予習を徹底することが必要である。 

・第一回目の授業にあたっては、授業計画に記載した第４回までの部分を教科書で熟読・確認しておくこと。 

・新聞、テレビ、ＳＮＳ等で社会福祉に関する時事問題には強い関心を持ち、自己の意見・見解を持つこと。

■メッセージ
「我以外皆我師也」われ以外、皆、わが師なり・作家吉川英治氏の「新書太閤記」「宮本武蔵」から 

　　-いろいろな人から、多くの事象から、積極的に学び取ろうという姿勢・意欲を持とう- 

・「児童家庭福祉」「家庭支援論」「社会的養護」などは本授業とも関係があるので履修が望ましい。

■教材・教科書
・基本保育シリーズ　４「社会福祉」　　 
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■参考書
・適宜、授業内で伝える。


